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早稲田大学栗山ゼミナールの皆さんが来訪

｢世界画然鐘震言録を巡る鍋MX」を鮒

８１１２０１１（金）に、早稲田大学政論経済学

部栗山ゼミナールの学嘘６名の皆さんが’’'１上

界｢l然巡瀧凝鍬に1ｆ11けた知床の取り$１１み状汎｜

藤驚溌鰯’嬢
客の現状、②野’,畠動物保護の現状、③地尤住民Ｌ二

;Iil:w野糊雛:灘識;鰯層ill
ありましたが、こうした質問に対しては現状を《

説Iリル認iilliを改めてもらいました.雌騰に「Ｉ鵬

しい識をlIlくことができたので、lIlI1の脱jlUガ

イドのiI1iもよ1)わかると思います｜とお礼のI『蝋があり、
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早大の賛さん

一同はウトロの術ilml先に向かいました。

矢口 I或今
jW1Fiﾐはまれにない灘い型に兄舞われましたが、お盆を

過ぎ質の替さが嘘のように涼しくなりました。今年は大

ｊｍの台蝋が北海道に上陸しましたが知床は披露が少な

く、知床連１１１の１１l々では、紅蕊が始まってきました。

これからイタヤカエデの蝋やナナカマドの鍵が赤く色

づいてきて、段々ときjｈいに鍵わってきます。

蛙や蝋も勝い奥の影緋で例年より遡｣1が遅れました

が、水産jⅢ工場や漁船は忙しく稼働しています。

ヒグマ、エゾシカ、エゾリス、キタキツネなどのIEI物

為lちは、冬に向かって食料の簿えを始めてきます⑤

iWI床森林センターではミズナラの堅果結笈ilM査が始

まりました。今年はhMil』こよ1〕、まだ,ljKいドングリ②

北海道教育大学地域環境学研究室の皆さん力

「知床の森林生態系」を学習
f来訪

９月３，（金）に、北海道敏育大学勝見沢校

地域環境学研究毒の武田助教授と学'k7fHの鵠
さんが、「知床の森ﾄﾄﾞ生態系」について学１Wす
るためﾙﾋﾞ,謝されました。

１１塁憐１時から、２階のセミナー室において、

Iﾘi長から①知床森林センターの慨嘆、②j１１床鯨
休生態系係灘地域の概要、③知床が11k界131然辿

塵の推臓に至った総過などについて,税１V]しまし

た。学'１:さんからは、海岸線のゴミの状況’'１Ｗ

地区の移入繭|{M趣、世界自然辿産になった聡合．

入り込み荷に対する規制が現状より厳しくなる

のかなどについて衝IlUがありました。

層IiMl盃が鯖イソツツジの莞

ドングリのたがi1M7i骨I)iから数多く撚ちてしまいま

｜した。

硯光地のウトロ地区では、知

床五ilUIの進入禁１１白が解かれたの

で全湖を見られるようになり、
７ZF教大の誉さん

Ijlき続き多くの観光窓が訪れてい

ます。

センター周辺の木々の紅襲はも

う少し先ですが、秋llIiiれになると、

気持ちよく野外で111然を楽しむこ

とができます。
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９月２７ロ（月）に、群馬県立太田,稀聯学校の皆さん１
５詔が修学旅行で知床を訪れました。

ダケカンパやナナカマドが色づき始めた羅臼湖への散策
路を周辺の１２１水や高山順物の実などを噸察しながら、311審
間ほどの散策を終えました。足元の状態に気を配りながら
の縛労が多いトレッキングでした。
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ＩＵＣＮシェパード氏からの書簡などを説明
一今年度第２回地域連絡会議を開催一

蕊７（小|森,IMliレクリエーション・ｉｎ知床

｢神秘の羅臼湖と五つの沼巡り」を開催

９）］２．１日（金）に、「知ⅡﾐⅡ!:界rl然遺産候liIi地

地域連絡会溌｣が羅臼町商]二会館で開催されました。

地域辿絡会議とは、世界ﾋﾞl然過産候補地”知床，‘の

通,lﾆな管理のあり方を検討するため、昨年１ｏｊｊに

縦１Fiされたものであり、jln嫌６Ｍ1-1の開催となりま

す。

Iiil2、興境省の担当勝から、８１１２（）|L1に)il1いた

シェパード氏からの１１ﾄﾞＩＭ(iについて、①推騰地域の砿

燦性や陸城部分の管理レベルについて高い評価があ

ったこと、②推薦地の海域部分並びに推薦地内のi'W

川]二作物に間するコメントがあり、政府の考えを求

夙られている二となどの説川]がありました。

第７０１可雛lilレクリエーション･鰯:iLIH鮴を８)１５１:ｌしk）1蝋蝋した.
繩Ｆ１湖は脚DM3.7ｋｍ、’１のiMIに河西別岳、後ろを振り返れば天iiXIljが見える[]｣に囲まれた、

閑静な隠れた循所です。繩臼楜へ至る遊歩道沿いには大小５つの沼や湿原が点瀧し、厨111植物を
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潰察することができます。

今回は、神秘のＷＷ・$MElWjlということから７０名も

の応募があり、’111選の緒染北見市、津別l1r、斜鯉１１１１な

どから２５俗（ｿ)性ｌ０ｆｊ，父慌１５鴨）の参り１１とな

りました。奥休みなので、小学３年生の女の子と小学

1年1kのﾂ)のｒの参lⅢもありました。

今年の知床は例年になくＭFい'｣が多く、この[:Iも'１，１

から快l1IIiで気柵も'ﾄﾞIiii911#にはセンターの寒暖‘1.で３

２℃もありました。

国道から舷策略に人りると、階段や水道などが腿備

されていることに．参加ＩＦの皆さんは感心されていま

した。まず、ダケカンパの特徴について説明しました。

ちれている二となどの説Iﾘ1がありました。認碑に〃含入る出j雰着：

また、これに関し１０j』221-1までに政府として''11答を行う予定であること、｜)『せて、ＩＵＣ

Ｎは、１１本Ilh1ifとの脇,舵や得分１Wの専門家から慮兇をlIllいた１名で、今年の１２１１頃にｌＵＣＮと

してのiiliilliを確定し、来年２JＩＪＩﾐまでにユネスコ'1上界迦瀧センターへ報i1i1lﾄﾞを|)All|する予定であ

ること、廼に、その報告`lﾄﾞをもとに、来年７１１にIiliアフリカのダーバンでｌ１ｌＩｌＩｉされる第２９１rIllu

ViLjul賑塗働会で登録の1V｢f[;が決定される予定であることについても説IU1がありました。

｝鱗一 ３万人を超える人々で
盛&'あが11審し鱈

一第２５１１１lしれとこ産業まつり－

９jｌ２６１１（日）に潅梁まつりが開催され、センターから

はJ知床の動臓物写１１〔ハガキプレゼント、②丸太切I〕体臓、
丙火起こし体験などで艦りあげました。
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あいにく棚から曇天で、Ⅱ茅より灘|｣が農す天気でしたが、 お母さんと－繕に女の子も

火｣起こし体験には、マイギI｣式火起こし器のＦ１Ｗｉしさなども難戦し簾した

下侭って，雌筒１（)人ほどのlllIIi肝待ちが|ⅡるほどのlMi#'1でした。また、おじいさんがお孫さんの

Ｆを収I，ながら一緒にノコギリをひくほほえましい)'上｣ｉｉが一'１巾何度となく|,&受けられました。

」７６/観湿原のｿﾞ腫生につ‘】て)鐸】説

して`l毒す（三のﾉｉ２ヌノ

ついて,ijiIﾘＩしました。

ノ[のiiWを過ぎ、知IIT別岳の鑓に広

がる縦F11iM1の姿が見えると、皆さん

の足取りが'朧くなったように見受け

られました。

展望台で曝食を食べた後、羅周糊

の全litをパックに、記念写輿を撮り

ました。

I1ill路、途『i:'の沼でルリイトトンポ

やオオルリポシヤンマのオスとメス

が仲良くルビんでいる姿が印象的でし

た。

鋸Eﾇﾉ潮を背景に銭Zil者全寛で

記念jil謝彩し葵した

、

道議会水産林務委員会寒諦
～工Ｍシ打食害状況鯵とを視察～
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８月２４１１（火）に、北海遊繊会水産林勝委員会（段坂蕊美委、長）の総員皮び随行の皆

さん１８倍が、網走支庁楢|ﾌﾞﾘにおける水産林勝二ＩＦｌ１Ｉ１などをi１１３１選するため、知床に来訪されまし

た。

当１１は、［IiMj･(:|;に閲す為$１１ﾘ1、案lﾉﾘなどのため、｝ﾘ7腱及び網走|櫛部緑林櫛J1IP勝艮が同行しま

した。まず、南部署長から轡lﾉﾘ'1M婆並びに知床llllll地|ベのエゾシカによる森林彼答状況の概要に

ついて脱lリルたあと、ウトロllji原にある「イチイ１１Ｍ<辿伝識源'1K存林」に惨』ⅡIしました。

ここでは、所長から①IliLlMi林IliII度の概要、②当保存M;の股定目的、③樹皮食誓の状況及び防
除対熊などについて説明しました。
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